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◆表紙デザインと画像◆

デザイン要素に取り入れています「正六角形」は玄武すなわち亀の甲羅を表し、長寿のシンボルとして古来より尊ばれた紋様です。
なお、高速増殖原型炉「もんじゅ」と高温工学試験研究炉「HTTR」の燃料体も正六角形です。
　画像は、機構論的数値解析手法 JUPITER によるペデスタル内部に堆積する各種溶融物の堆積挙動（左上）と 1F3 号機タービン建屋内
通路における放射性物質の可視化結果（右下）です。
　前者は、炉心構成材の主な成分である二酸化ウラン、ステンレス鋼、ジルカロイなどの溶融物をペデスタル内部へ流入させ、その広がり、
堆積挙動を JUPITER により機構論的にシミュレーションした結果です（第 1 章トピックス 1-1、p.11）。
　後者は、高線量率環境の 1F 建屋内において、小型・軽量コンプトンカメラを用いて撮影し、放射性物質の広がりを色付けして可視化
したものです。床面に這わされたホース付近に局所的な汚染を検知しました（第 1 章トピックス 1-7、p.17）。
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多相多成分三次元熱流動解析手法JUPITERによるペデス
タル内部の溶融物詳細堆積挙動（トピックス1-1）

1F3 号機タービン建屋内通路における放射性物質の
可視化結果（トピックス 1-7）
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多相多成分三次元熱流動解析手法JUPITERによるペデス
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■ お問合せ先

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
広報部
〒319-1184 茨城県那珂郡東海村大字舟石川765番地1
電話／029-282-1122（代表）
電話／029-282-0749（広報部直通）　　FAX／029-282-4934
ホームページ／https://www.jaea.go.jp
ツイッター／https://twitter.com/jaea_japan
今後のアニュアルレポート編集の参考にさせていただきますので、皆様の声をお寄せください。

■ お問合せフォーム
https://www.jaea.go.jp/query/form.html
※件名の最初に【アニュアルレポート】と御記入ください。
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■ お問合せ先

CSR（Corporate Social Responsibility）を含む原子力機構全体
の活動状況は、アニュアルレポート「原子力機構 2018」をご参
照ください。

原子力機構が保有する知的財産のうち、産業上応用可能な特許
技術やノウハウ等を解説した「JAEA 技術シーズ集 第 4 版」も
ご参照ください。
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